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研究成果の概要（和文）：人々の生涯にわたる科学リテラシーの涵養を目標とした学習プログラ

ムを開発し、それらをまとめたプログラム体系を提案した。四つの世代（「幼児・小学生」「中

学生・高校生」「大学・成人・ファミリー」「中高年・団塊」）と、社会とのつながりに着目した

四つの分野（「生命・人間と社会」「宇宙・地球・環境と社会」「物質と社会」「技術と社会」）を

軸とした枠組みに沿って開発したプログラム 24 種類は、本調査研究において設定した科学リ

テラシー涵養の目標に基づいて実施・評価を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：This research focused on fostering science literacy for all 
generations. In order to achieve this， 24 educational programs were developed based on a 
framework composed of two elements; generation and academic discipline. The programs 
were designed according to four divided generation groups; preschoolers～elementary 
school children， junior high～high school students， university students， adults and 
families， middle～seniors. They were also developed considering a social context of people 
in four academic disciplines as follows; life， human and the society， space， earth， 
environment and the society， and materials and the society， and technology and the 
society. All programs were conducted to evaluate the educational impact based on the 
objectives of fostering science literacy set in this research. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 10,700,000 3,210,000 13,910,000 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・科学教育 
キーワード：科学教育カリキュラム・科学リテラシー・体系化・科学系博物館 
 
１．研究開始当初の背景 

米国，英国，カナダ，オーストラリア等に
おいては，科学教育の目標として科学リテラ
シーを掲げており，一部地域においては
FOSS (Full Option Science System) や
GEMS (Great Explorations in Math and 

Science) などの特徴的なプログラム体系が
あるが，主として就学期間や義務教育修了段
階を前提とした研究やプログラム開発にと
どまっている。 

また，国内の関連する研究は，主に上記の
国々の科学リテラシー研究の動向の紹介や
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その文化的考察等に関するものであり，結果
として就学期間における科学リテラシーを
対象にしており，市民一般を対象にした研究
事例は少ない。特に，成人を対象にした学習
プログラムの必要性，活動の適時性，階層性，
順序性の考慮，さらにはそれらを踏まえた活
動体系の指針の確立が大きな課題として残
されており，生涯学習の観点から指針に沿っ
た教育事業の在り方を考察する必要性が考
えられた。 
 
２．研究の目的 

国内外における学校及び学校外における
科学リテラシーの知見を統合し，児童生徒を
含む一般の人々を対象とした科学リテラシ
ー涵養のために，博物館特有の資源を活用し，
世代に応じた効果的なプログラムを開発し，
その体系化とモデル化を行う。 

 
３．研究の方法 

研究推進グループとプログラム開発グル
ープ，プログラム試行・実施グループの三グ
ループを組織し，研究遂行にあたる。研究推
進グループは，研究全体の調整と理論的枠組
み，プログラムの体系化，プログラム開発の
分野や適時性，世代の区分，学校との連携，
プログラム評価の観点などについて指針を
策定するとともに学習モデルを提案する。プ
ログラム開発グループは，主に分野別に世代
に応じた学習プログラムの開発を行う。プロ
グラム試行・実施グループは，開発グループ
と共同して，プログラムを実際の現場にて展
開し，評価に寄与する。 
 プログラム開発にあたっては，年度ごとに
対象世代を設定し，分野ごとにプログラムを
開発していく。その際，研究推進グループの
科学的探究のプロセス等の理論的な枠組み
に基づき，世代の特徴や学習指導要領の改善
等を踏まえながら，キーとなるプログラムを
選定し，開発する。開発プログラムは全て試
行を行い，参加者へのアンケート調査，自然
観察法（プログラムへの参与状況の観察）等
を通じて評価を行う。これにより，人々の科
学への意識の変容や考え方・見方の拡張性を
調査する。 

平成19年度には，科学リテラシー涵養に
資する教育事業の在り方に関する基本的な
知見について調査・研究し，プログラムの開
発と試行及び評価に関して指針と枠組みを
提案する。理論的な構築の根幹となる科学リ
テラシーに関しては，国内外における現状を
調査するとともに，先行研究をレビューし，
その構造を見極める。また教授学的アプロー
チや内容論及び評価についても合わせて検
討を進める。さらに生涯学習の観点からも調
査を行い，各世代の捉え方，世代の社会的な
位置づけ，世代ごとのニーズ等に関して基本

的な知見を得る。 
平成20年度は，プログラムの評価結果か

ら，プログラムの内容面とマネージメント上
の課題を抽出し，プログラムを効果的に展開
できるモデル化を試みる。また，暫定的な開
発の理論的枠組みについて，幼児～高校生の
プログラムを対象に，19年度の試行，20年
度の本格実施及び評価を通じて，その実効性
を検証し，初年度の調査結果をより理論化，
精緻化していく。 

平成21年度は，大学生・成人・ファミリ
ーを対象に暫定的な開発の理論的枠組みに
ついて，その実効性を検証し，理論的な枠組
みを構築する。同時に，平成21年度までに，
プログラム開発の中間的な研究成果につい
て学会等において発表するとともに，研究会
を一般公開で行い，一般の人々及び関係者か
ら意見を聴取する。 

平成22年度は，中高年・団塊の世代を対
象にプログラム開発を進めていく。これまで
の知見を元に，プログラムの共通性と多様性
を抽出し，分野ごとの体系化の軸となる要素
により，世代の特性を生かした連続性のある
プログラム体系を完成させる。また，プログ
ラムと運営システムを統合した教育事業の
体系化を行い，代表的な学習モデルを抽出す
るとともに，理論的な枠組みを完成させる。
さらに，本研究の最終年度として，成果を明
確にして，国際的なシンポジウムを開催し，
研究成果を公開するとともに，報告書ならび
に広報用パンフレットを印刷・公表する。 
 
４．研究成果 
(1) プログラムの開発 
①四つの世代と四つの分野に関する科学

リテラシー涵養プログラム 24種類を開
発・実施した。 

②これまで博物館が経験的に行ってきた
プログラム開発を，科学リテラシーの涵
養という観点で意識的に行うことで，よ
り明確なねらいをもった意図的なプロ
グラム開発を行った。 

③科学技術４分野と社会との接点にテー
マを設定し，そのテーマに基づき，プロ
グラムを開発した。 

④複数の博物館，地域のセクターと連携し
て，地域資源を活用したプログラムを開
発した。 

 
(2) プログラムの体系化 
①「科学リテラシー涵養の目標」「世代」「社

会とのつながり」という三要素に基づい
たプログラム体系の構築を試みた。 
・科学リテラシー涵養の目標 
 「感性の涵養」「知識の習得・概念の    

理解」「科学的な思考習慣の涵養」「社
会の状況に適切に対応する能力の涵



養」 
・世代 

  「幼児・小学生」「中学生・高校生」「大   
学・成人・ファミリー」「中高年・団塊」 

  ・社会とのつながり 
  「生命・人間と社会」「宇宙・地球・環  

境と社会」「物質と社会」「技術と社会」 
②世代を通じて「発達段階的に深まってい

く一貫した系統によるプログラム群」と
して，分野ごとに連続性を持たせた体系
化を提案した。 

 
(3) プログラムの評価 
①国立科学博物館の「科学リテラシー涵養

の目標」を踏まえた評価システムを開発
した。 

②評価システムのねらいに基づいたプロ
グラムの評価を行った。 

 
(4) 成果の発信 
①国内外の学会およびシンポジウム等で

の発表を通じ，広く成果を普及するとと
もに，外部からの助言・評価を得た。 

（主な発表・意見交換） 
・日本科学教育学会（平成 19， 20， 21， 
22年度）※平成 21年度の発表は年会発
表賞を受賞 

・科学・技術についての市民とのコミュニ
ケーションに関する国際会議（PCST）（マ
ルメ・スウェーデン平成20年， ニュー
デリー・インド平成22年） 

・PISA，英国の 21世紀科学等の科学リテ
ラシーの研究者との意見交換 

②シンポジウム開催 
・「科学リテラシー涵養のための博物館に

おける教育事業の在り方～世代と領域
を踏まえた体系化の試み～」（平成21年
６月13日，参加者57名） 

・「社会とつながる科学教育～博物館にお
ける科学リテラシー涵養活動の体系と
人材育成～」（平成22年11月13日，参
加者48名） 

③情報発信 
・報告書の作成ならびに，研究成果の普及

媒体として広報パンフレットを作成し
た。 
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